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新規気相法短時間重合システムによる Polyethylene-block-polypropyleneの合成

六本木 千春 (寺野研究室)

PEとPPは、それぞれ汎用樹脂としての優れた特性を有する結晶性ポリマーである。PEと
PPとが化学結合した polyethylene-block-polypropylene (PE-b-PP)は、PEと PPそれぞれの結
晶化速度や物理的性質が大きく異なるため、興味深い物性を持つと考えられており、従来幾つか
の検討がなされてきた。しかしながら、その合成手法は充分に確立されたものではなかった。通常
の Ziegler触媒によるオレフィン重合では、成長反応と共に連鎖移動反応や停止反応が併発し、ま
た成長鎖のライフタイムは 1秒以下と非常に短い。そのため、ブロックコポリマーの合成やその
一次構造の制御は困難であった。そこで本研究では、これらの問題点を克服するような新規重合
装置を設計、開発し、PE-b-PPの合成を検討した。まず予備実験として、スラリー重合装置を用
いてPE-b-PPの合成を試みた。生成ポリマーを温度上昇溶離分別法 (TREF)を用いて結晶性の違
いに基づいて解析した結果、PE , PPに帰属されるピークの他に、PEとPPとの間に第三のピー
クが確認された。そこでピーク毎に分別し、それぞれ DSC測定を行ったところ、PE-b-PPの存
在が示唆された。しかしながら、スラリー重合装置は精密な重合時間の制御が困難である。この
問題を克服するために、モノマーの滞留時間の制御や、連鎖移動反応を抑制するための反応後の
アルキルアルミの除去が可能な新規気相重合装置を設計、開発しPE-b-PPの合成を試みた。生成
ポリマーのTREF解析を行った結果、PE(b：90-96℃), PP(e：108-123℃)に帰属されるピーク
以外に、ややPEのピークに重なった第三のピーク (c：96-100℃)が確認された。そこで各ピーク
の他に、20-90℃ (a)、100-108℃ (d)についても分別を行い（図１）、それぞれDSC測定を行っ
た（図２）。通常 (e)の温度領域では、PEより融点の高い PPのみが溶出すると思われる。しか
しながら、PPのピークの他に PEに帰属されるピークも確認できたので PE-b-PPの存在が示さ
れたものと考えられる。
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図 1: 生成ポリマーのTREF解析結果
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図 2: TREFにより分画した各フラク
ションのDSC測定結果
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